
1一アミノー2一メトキシー5一メチルベンゼンの

　　　　　　　　　　　　濃縮度試験成績報告蓬

1．試験躯間　　昭和51年5月17日～昭和51年8月25日

2．　試　料　　名　　　1一アミノー2一メトキシー5一メチルベンゼン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（試料垢K－199）

　　　構造式

　　　　　　　Hや臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

ろ．　試験方法及び条件

鷺灘｝一一……一焔
5．1　試験装置及び機器

　（a）　水系環境調節践匿　　　流水式

（b）ガスクロマトグラフ　　検出器Fエ£

5．2　試験条件

ろ．2．「　　丁　二」工皿試験

　　（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　ヒメダカ平均体重0．2g，塩化第二水銀検定合格魚

　　　※田端健二　用水と廃水　14　1297～1ろ05（1972）

（b）

（e）

＠）

5．2．2

　　（a）

Φ）

（c〉

分散剤及び分散法

分散剤　硬化ヒマシ油（HCO40）

分散法　供試物質10gと硬化ヒマシ油50gに除々に水を加

　　　え溶解して11とし、10，000p皿の原液を調製した。

試験湿度
　　　　　25士2℃

結　　呆
　　　　　48時間TL通値　170P脚

濃縮度試験

試験魚
　　　　　コイ　平均体重約25g

　　　　　　　　平均体長約11c皿

試験温度
　　　　　25±2℃

試験濃度　　　　　　　　※
　　　　　48時間TI・m値等を考慮して設定した。

　設定値

　　　　　　　　　1供試物質P刺硬化ヒマシ油蜘

第1濃度区i 2．0 1　0

1一一一一　一

鼈鼈喋2醸区1
　　　　　　ト

0．2 1

※　5．コにて補足説明をする。



実測値

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位pp皿）
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2W 3w 4W 6W

第1濃度区　1，98　2．09　1・99　2・04

　　　　i第2濃度区i巳214ia214i巳21・1一1

5．2．5　分析試料の前処理

　　　　　　　瞬
　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　！・体重測定

　　　　　　　　　　1←50勇塩化ナトリウム溶液50血
　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　！・ホモジナイズ（ホモジナイザー・5分）

　　　　　　　　　　1←50％塩化ナトリウム溶液　50m1で洗い込む

　　　　　　　　　　・蒸留

1　1　　一一1杢＿＿．塗」　　初留出分　　50皿1

　　　　　　　　　　：←塩化ナトリウム15g
　　　　　　　　　　り
　　　　　　　　　　iτ銀筋5罪／・・回

　　廿一　　　　　　1
　　　　　ユ　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　ラ

4蝿　国画
　　　　　　　　　　i・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　　　1・濃縮（ロータリーエバポレ一夕ー）

　　　　　　　　　　1・定容（25皿ユ）

　　　　　　　！GC試料ii
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　5．2．4　分析条件

　　　　ガスクロマトグラ7（GC）検出器FI⊃

　　　　　キャリアガス　　N盟

　　　　充てん剤　20％OVクロモソルブWAW－DMCS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80／100メッシュ

　　　　　ガラスカラム　　2皿且φ×2m

　　　　　カラム温度i　120℃

4．試験結果

　　　　　　表一2　　濃　　縮　　倍　　率

2W 3W　　4W 6w @付　図匝　表

i一酬嚇ilil脚1，4，・1・，…

r第職区※嚇※i※1
Q，4，61ろ，5，6i

l　　※！　※！※　　1　1
↓

　　　※　検出しなかったため濃縮倍峯を算出できず。

5．そ　の　他

5．1　水槽濃度設定について

　機器の検出限界（図一ろ参照）は3～4p皿であり、魚体重50g

前処理後の最終液量を25mユ，回収率を65％と考えれば

　　　　　　4
　　　一■一一一一一　ヰ5PI〕皿となり
　　　　65　　30
　　　　　　×一・一一一一

　　　　1DO　　25

魚体中濃度で約5ppmが分析限界である。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5第2（低職度区で1・倍以下表示するとして蕊＝1。

　すなわちO．5PPlnであり、したがって第1（高）濃度区は5ppm

となる。この値は48TL皿値の

　　　　　　　　　　　　Cle‡ゆ舞当り・魚一の安全

性から好ましくない。

　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1
よって48TLm値17・PP吻約下面，1。。eの2脚’

D．21PFnと設定した〔．

　水槽濃度は設定値にほぼ近いとすれは

　　　＿呈卿一2．5　、．．讐四一25と勧
　　　　2ppm　　　　　O・2P餌1

第2濃度区で25倍未満　第1濃度区で2・5倍未満の濃縮倍率は

参考値とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


